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FCP成果物と令和６年度若手フォーラム
～協働の着眼点とベーシック１６～

令和 ６年 ５月２９日

大澤 幸弘
ＦＣＰ（フード •コニュニケーション•プロジェクト）アドバイザー

ライフフーズ株式会社 品質保証センター長
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フード・コミュニケーション・プロジェクト
（ＦＣＰ）発足の経緯

[1]
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平成19～20年の主な食品事件・事故

時期 概 要 関係法令 備考

Ｈ19年1月 • 消費期限切れ原料（牛乳）を使用してシュークリームを製造、細菌数基準を超えた製品を出荷 食品衛生法

6月 • 食肉加工製品の虚偽表示の他、他商品での意図的な異種製品の混入、賞味期限の改ざん等

• 上記の行為を不正と認識した上で、社長もしくは幹部社員の指示により常態的に実施
不正競争防止法他

破産

8月 • 菓子製品の賞味期限改ざん、自主検査で製品から大腸菌群等が検出されたが公表せず回収 ＪＡＳ法他

10月 • 和菓子製品の解凍・再包装、製造年月日及び消費期限表示の改ざん、原材料の不適正表示

• 店頭売れ残り返品の原材料を新たに同一製品に再利用・関連会社に販売

ＪＡＳ法

食品衛生法

10月 • 商品の原材料を産地偽装して販売 不正競争防止法他 破産

11月 • 製品の消費期限等の改ざん、食肉原材料の原産地の偽装、調理食品の再利用 不正競争防止法他 廃業

Ｈ20年6月 • 販売先から返品された手延素麵を包装し直し、新たな賞味期限を表示して再出荷・販売 ＪＡＳ法

7月 • 台湾から輸入したマンゴーを沖縄県産として販売 不正競争防止法他

7月 • 中国から輸入したトラフグやアンコウを国内産として販売 不正競争防止法他 廃業

7月 • 基準に満たない等級の牛肉をブランド和牛の「飛騨牛」と不正に表示して販売 不正競争防止法他

7月 • 鰻蒲焼の産地偽装、偽装するため製造や販売実績のない架空会社を経由し販売

• 事実と異なる不適正な表示がされたものを認識していながら販売
不正競争防止法他

8月 • 輸入原材料を使用したリンゴ果汁製品を青森県内産として販売、食品添加物の表示違反 不正競争防止法他

8月 • 自社の養鰻場で鰻を養殖し、自社の加工工場で蒲焼を製造したように偽装 不正競争防止法他 解散

9月 • 事故米を食用米として販売、偽装するため実態のない架空会社を経由し販売 不正競争防止法他 破産

12月 • 中国から輸入したタケノコ水煮に国産を混ぜて袋詰めし、「熊本県産」「鹿児島県産」に偽装

• 一部商品では罐詰メーカー社員の写真を使い、「農家の皆さん」と生産者のように表示
不正競争防止法
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フード・コミュニケーション・プロジェクトの推進

相次ぐ事件、事故等による 
消費者からの信頼の低下

フードチェーンの複雑化と
コミュニケーション・コストの増大

食品事業者の意欲的な取組の活性化を通じた

消費者の食に対する信頼向上が必要

ＦＣＰ立ち上げの背景[1]
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フード・コミュニケーション・プロジェクト
（ＦＣＰ）の基本ツール
～協働の着眼点～

[２]
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ＦＣＰの目標を達成するための取組

取組の効果

• 業界全体の企業力アップ
• フードチェーン内及び消費者へ提供する情報の 

量、質の向上
• 食品事業者間のコミュニケーションの活発化

➢FCPの目標を達成するため、原料調達から、製造、保管・

輸送、販売に至るまでのフードチェーンの各段階における食品事業

者の活動を「見える化」し、食品事業者間や 消費者まで伝え
る取組が必要と考えた。

[2]
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ＦＣＰツールのベース作り[2]

協 働

共通言語

気付き

協働の着眼点

（樹形図）

ベーシック１６

「見える化」でコミュニケーションを図り、 
信頼を醸成するため・・・ベース作り

共通のキーワード 基本ツール

等

７Copyright (C) 2024 MAFF All Rights Reserved.
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ＦＣＰ「協働の着眼点」[2]

8

FCPの活動基盤「共通言語」～基本の１６項目～
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業種別の「協働の着眼点」は、「大項目」、その下の「中項目」、さらにそ 
の下の「小項目」の樹形図。
策定作業では、参加者が実際の業務の具体例を棚卸し、これを「小項 
目」にまとめ、これを課題毎に「中項目」にまとめ、これを取組分野でまと 
めるという、積み上げの標準化作業を実施。

〔大項目〕 〔中項目〕 〔小項目〕 〔具体例〕

消費者の信頼向上に向け 
て共有されるべき食品事 
業者の取組の分野

食品事業者に 
おける課題

食品事業者の課題 
に対する対応

小項目の具体的 
実践方法を例示

協働の着眼点の構成
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協働の着眼点の項目例（［業種別］製造版～抜粋）

1 0

[2]
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「協働の着眼点」により
フードチェーン全体の透明性向上へ

１．共通言語の確立による食品事業者の行動の「見える化」

２．企業間コミュニケーションの円滑化・効率化

３．個別企業による「消費者の信頼向上」への取組の促進

1 1
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フード・コミュニケーション・プロジェクト
（ＦＣＰ）活動とツール

[3]
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これまでのＦＣＰ活動
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年度 勉強会・研究会・会議 参加企業／団体数 地域ブランチ開催県 年度 勉強会・研究会・会議 参加企業／団体数 地域ブランチ開催県

企業行動の情報発信研究会 消費者対応勉強会

アセスメント研究会 工場監査実証研究会

地域活性化研究会 国際標準に関する勉強会

企業行動の情報発信研究会 植物工場勉強会

アセスメント研究会の効率化研究会 つながる会議（全2回開催）

地域活性化研究会 ツールの活用を考える研究会

FCP普及・戦略研究会 標準・制度に関する勉強会

アセスメント研究会 若手フォーラム

「消費者との対話のあり方」研究会 つながる会議（全2回開催）

工場監査項目・共有化研究会 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

商品情報の効率的なやりとり研究会 若手フォーラム

標準・制度に関する勉強会

つながる会議～企業力アップ基礎セミナー～

FCP普及・戦略研究会 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

アセスメント研究会 若手フォーラム

「消費者との対話のあり方」研究会 食品安全専門人材育成研究会

工場監査項目・共有化研究会 FCPホームページのリニューアル

商品情報の効率的なやりとり研究会 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

若手フォーラム

拡大若手フォーラム

FCP普及・戦略研究会 食品安全専門人材育成研究会

「食の信頼」標準化研究会 食品製造業における働き方改革研究会

FCP企業力アップ研究会 都道府県意見交換会（地域ブランチ）

消費者対話の活性化研究会 令和2年度 新型コロナウイルス感染症に係る意見交換会

品質監査に関する研究会 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

商品情報の効率的なやりとり研究会 若手フォーラム

「FCP展示会・商談会シート」の普及に向けた勉強会 FCPホームページ　こどもページの作成

消費者普及システム研究会 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

品質監査に関する研究会 若手フォーラム

輸出版FCP展示会・商談会シート研究会 拡大若手フォーラム

農場と食品事業者をつなぐ研究会 FCPホームページ　こどもページの作成

つながる会議（全2回開催） 食の安全・信頼に関する新たな知見の蓄積勉強会

企業力アップ研究会 若手フォーラム

国際標準に関する研究会 拡大若手フォーラム

つながる会議（全3回開催） FCPホームページ　こどもページの作成

20年度

21年度

24年度

25年度

岩手県

三重県

愛媛県

和歌山県

埼玉県

岡山県

群馬県

福井県

208

527

1,452

企業力向上の場としてのマッチング・商談会の活用に

関する研究会

22年度 939 大分県

企業力向上の場としてのマッチング・商談会の活用に

関する研究会

23年度 1,244

栃木県

鳥取県

滋賀県

山梨県

1,632

1,991

31年度

（令和元

年度）

令和3年度

30年度

29年度

26年度 1,708

1,816

1,879

1,931

28年度

27年度

令和5年度 2,071
青森県

徳島県

2,071令和4年度

2,015

2,032
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1 8

ＦＣＰ「ベーシック１６」

①自らの振り返りができ、
次の取組を考えることができます。

②取引先に自社の取組を 
示すことができます。

③消費者との信頼を築くために 
必要な項目を確認できます。

協働の着眼点を、まず使ってみる

「ベーシック１６」

[3]

1 6

ベ ー シ ッ ク １ ６ を 記 入 す る と
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「ベーシック１6]記入用紙
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「ベーシック１6]使用した企業の感想
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「見える化」

「気づき」

「食への信頼を創る「ベーシック１６」 まず使ってみるための協働の着眼点入門マニュアル」より
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企業・商品の「見える化」のためのＦＣＰツール

1 9

[3]
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若手フォーラムについて

[４]
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1.産官学協働のプラットフォームの中で、若手スタッフのみなさんと FCP経験者が
 自由に交流する場を提供する

3. 食の安全・消費者の信頼向上のFCPの取組みを次代に受け継ぐ

2.交流を通して食品関係の事業者・組織の次代を担う人材を育成する

FCP若手フォーラム

若手フォーラムの趣旨[４]

2 1
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ファシリテーター（FCP経験者）が、事務局と連携し参加のみなさんとワークショップがより充実
するようにサポートします（各チームに１～2名入っていただきます）

【参加対象者】
若手・中堅社員（職員）

【チーム編成】
全 7チーム

参加者は年間を通して同一人物が、原則、毎回出席

業種・職種に限定なし
例：品質管理、検査、製造、物流、製品開発、研究、お客さまサービス、営業、人事、広報、店舗スタッ
フ、マーケティング、行政、生産（農業など） 等幅広く対象

若手フォーラムの概要[４]

2 2Copyright (C) 2024 MAFF All Rights Reserved.
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【全体構成】

⚫ 講演とワークショップ6回（5、6回目はワークショップのみ）

⚫ 活動報告会

集合形式（WEB方式の参加を含む）

【テーマ】

1回目 「食」への信頼を創る

2回目 食品安全と品質保証に対する考え方

3回目 消費者への伝え方

4回目 信頼を高めるコミュニケーション

5回目 最終成果物の制作

若手フォーラムの概要[４]

2 3Copyright (C) 2024 MAFF All Rights Reserved.
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【スケジュール※】

講演とワークショップ

第1回  5月29日（水）13時～17時

第2回  ６月

第3回   7月

第4回   9月

第5回 11月（ワークショップのみ）

第6回   1月 （ワークショップのみ）

活動報告会 2月

【会場※（集合）】
東京・霞が関
農林水産省（省内会議室または周辺会議室）
(第1回）中央合同庁舎第4号館 1218～1221号会議室

※スケジュール・会場は事情により変更になる場合があります

若手フォーラムの概要[４]

2 4Copyright (C) 2024 MAFF All Rights Reserved.
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⚫ FCPの発足から17年を経過し、食の多様化、社会環境の変化が加速化し、新たな社会
的価値や消費者の新しい生活様式への対応が求められており、食品業界のリーダーとなる
若手スタッフの育成に重点をおく

【ワークショップの進行】

事
前

当
日

1.チームで次回のリーダー・サブリーダーを決める
2.次回のテーマをもとに事前課題を出題する
リーダー・サブリーダーに締め切りまでに提出する

3.リーダー・サブリーダーはまとめてチーム内で共有し、事務局に提出する

1.チームでリーダー・サブリーダーを中心に事前課題のテンプレートに
従って、全員で協力して体験や意見を述べ合い、共有する
＜経験豊富なファシリテーターがサポートしてくださいます＞

2.意見を模造紙/付箋紙などに記録する
3.最後にチームで話し合った内容を発表する

若手フォーラムの概要[４]

2 5Copyright (C) 2024 MAFF All Rights Reserved.
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令和５年活動報告会での各チームの発表

24

若手フォーラム チーム発表紹介[４]

Copyright (C) 2024 MAFF All Rights Reserved. 2 6
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最後に・・・

この後から、「若手フォーラム」が始
まります。話し合いましょう。

Copyright (C) 2021 MAFF All Rights Reserved

・食品へのかかわり方の違い：
生産業・製造業・物流業・卸業・販売業・飲食業・検査・監査・・・・・等

・部署での違い：
営業・仕入・製造・生産管理・品質管理・品質保証・総務・・・・・・・・等

2 7

意見が違う、意見が多様

 「 気 づ き 」 があ り ます 。

「 見 え る 」 事 もあ り ます 。
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